
真のハンズフリー音声入力を目指すべく、マイクの配置位置に依存しない受音システムの研究も
立ち上げました。

■ 技術相談に応じられる関連分野

■ その他の研究紹介

Keyword : 聴空間の知覚と合成、音場制御・音場再現、騒音制御、仮想／拡張現実感

学術院工学領域
電気電子工学系列

准教授
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・音場制御
・音場聴覚
・音響信号処理

個人のニーズに応じた音環境創出支援

立蔵 洋介

・ 特筆すべき研究ポイント：
＊ 再生室内の反射・残響特性を打ち消すため、原音の持つ空間的な情報を再現可能
＊ 音響等について特別な知識を持たない一般ユーザでも、普通のオーディオ感覚でセットアップ可能なシステ
ムの構築

・ 新規研究要素： （世界初あるいは日本初など）
＊ 再生室内の環境変動を、本来制御したい空間から離れた位置に配置したセンサにより検知
＊ ユーザ周りの音空間の再現に必要な全ての制御フィルタを教師なしで更新

・ 従来技術との差別化要素・優位性：
＊ 従来のステレオシステムや5.1chシステムでは、原音の持つ空間情報の再現は困難
＊ 各制御点を独立に制御可能（例えば右耳付近に日本語情報を提示、左耳付近に英語情報を提示といった再
生は、ヘッドホンでは再生可能であっても、従来のスピーカ再生では不可能であった）

上記目的を達成するため、本研究では、複数個のスピーカをアレー状に配列したスピーカアレーから構成され
るシングルユーザ向け音響再生インタフェースを構築する。そのために、スピーカ間の出力チューニング、スピー
カアレーの設計方針（スピーカ数、配置、間隔など）、およびスピーカユニットとユーザの最適距離の関係などに
ついて明らかにする。複数個のスピーカを密集させることによるユニット化に関しては、従来の制御方法では制
御の不安定性が指摘されていたが、研究代表者の提案によるスピーカごとに再生周波数を切り替える手法を適
用することにより、安定に制御できることが示されている。これらの検討を行うことにより、システムの試作実装に
向けて残された検討課題を抽出するとともに、その解決策について検討する。

情報機器の高機能化に応じて、ユビキタスなホーム環境におけるコミュニケーションシステムが求められている。
聴覚メディアの観点からは、特定のデバイスを身につけることなく肉体的にフリーな状態で音声音響の超臨場感
通信が取り組まれているが、ユーザの多様化や利用環境への適用が課題となっている。本研究では、リビング
ルームなどの日常的な空間における音環境デザインのため、研究代表者がこれまでに取り組んできた音場再現
システムの技術をベースとして、ユーザ自身でセットアップできる音響再生インタフェースの実現を目指す。

・話者認識
・雑音環境下音声認識
・音声対話システム
・感情音声の認識
・多人数インタラクションの分析
・非母語話者の音声認識，音声対話型CALLシステム
・障がい者支援のためのWebアクセシビリティ

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 音声情報処理、行動信号処理、機械学習、障がい者支援

■ その他の研究紹介
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音情報処理に基づくユニバーサルなコミュニケーション
支援に関する研究

・音韻性と話者性の分離に着目した話者認識の高精度化
・強化学習に基づく環境適応による雑音環境下音声認識
・音声対話型車載機器操作システムの開発
・対話音声を対象とした発話印象の推定ならびに書き起こしへの発話印象の付与
・多人数会話における音声と視線に着目したインタラクションに関する分析

学術院融合・グローバル領域
准教授

西田 昌史

[1] ビッグデータにおける音の構造化と検索
会議や討論などの多人数会話の音データから発話を話者ごとに自動分類する話者ダイアライゼーションに関

する研究開発を行っており，多人数会話の音データのデジタルアーカイブ化や議事録の作成支援に取り組ん
でいます．また，アーカイブ化された講演などの音データから抽出したい音データをそれらに含まれる重要語に
対する認識誤りのリスクを最小化する音声認識技術を用いた音声検索システムの構築を行っています．

[2] 高齢者の生活を支援する日常生活行動モニタリング
高齢者の日常生活行動をモニタリングすることで，高齢者自身が過去の行動の履歴を確認したり，家族や介

護者が高齢者の行動を見守ることができるシステムの実現を目指しています．具体的には，スマートフォンに
て音や加速度信号を収集し，それらの信号をもとに深層学習などの機械学習のアルゴリズムを用いた高精度
な行動認識や，ガウス過程を用いて加速度信号の欠落を補間する手法について研究開発を行っています．

[3] 障がい者支援のためのユニバーサルコミュニケーション
視覚ならびに聴覚障がい者を対象に障がい者のコミュニケーション支援について取り組んでいます．視覚障

がい者支援としてコンピュータの文字を読み上げるスクリーンリーダを対象に，新たな仮名漢字変換手法として
意味情報に基づいて漢字を音で伝える方式について研究開発を行っています．また，聴覚障がい者支援とし
て音声認識技術を応用した手話認識や手話による対話システムの構築について研究開発を行っています．

・特筆すべき研究ポイント：
音の構造化と検索では2,000講演以上，行動モニタリングでは合計1,400時間のデータをこれまで扱っており，

実環境を想定した大規模なデータを処理し，少ない情報量で高速かつ高精度な処理の実現を目指しています．

・新規研究要素：
高速で高精度な話者ダイアライゼーションを目指してモデル間の類似度を行列の要素とした因子分解，音と

加速度といった異なるセンサーデータを統合した行動信号処理といった新たなアプローチに取り組んでいます．

・従来技術との差別化要素・優位性：
視覚障がい者が従来用いている詳細読みに基づく漢字変換方式では，音声で漢字を連想する際に負担が

大きかったが，漢字を意味情報で伝える漢字変換方式は負担が少なく高速で高精度な処理を実現しました．

・特許等出願状況： 「音声対話装置」特開2008-281901,2008-286930，「日本語入力装置」特開2006-302149
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